
小児の救命処置：もしもの時にできること 

救命の連鎖 
 
 傷病者の命を救い、社記復帰に導く為に必要となる一連の行為
を「救命の連鎖」と呼びます。救命の連鎖は、下の４つの輪が
途切れることなくすばやくつながることが必要です。 

 
１：心肺停止・事故の予防 
２：早期認識と通報 
３：一次救命処置(AEDの使用) 
４：二次救命処置と蘇生後の集中治療（病院での治療） 
 
 
 
 

 
このうち最初の３つの輪はその場に居合わせた市民により行わ
れることが期待されます。 
 
こどもの心停止は自宅または公共の場で多く発症しています。 
未就学児であれば、その８割が自宅、就学児であれば、その６
割が学校で起きていると報告されており、日頃の準備が重要な
のです。 

救急車到着まで 
平均：約6分 

脳は心臓が止まると15秒以内に意識がなくなり、3～4分以上そのまま
の状態が続くと回復する事が困難となります。心臓が止まっている間、
心肺蘇生によって脳や心臓に血液を送り続けることが 心臓の動きが
戻った後に後遺症を残さないためにも重要です。命が助かる可能性は
時間とともに減っていきますが、そばに居合わせた人が心肺蘇生を
行った場合には、その減り方がずいぶんとゆっくりになります。この
ことからもわかるように、傷病者の命を救う為には、その場に居合わ

せたあなたが心肺蘇生を行う事が最も重要です。 

 

救急車を呼んでからできること！ 



小児の救命処置 

こどもの心肺蘇生法 

1：反応なし 

２：呼吸をみる 

３：呼吸なし 

４：心肺蘇生 

５：AED・除細動器 

１：反応の確認 
 
 肩を軽く叩いて（乳児では足の裏）大声で呼びかけても 
反応や目的を持った仕草がなければ、「反応なし」です。 
近くの人に119番通報、AEDがあれば依頼をします。 

呼吸が確認できれば 
救急隊を待つ 

２・３：呼吸をみる 
 
 呼吸があるか・いつもどおりの呼吸かを 
確認します（胸とお腹の動きをみます） 
10秒以内で呼吸が確認できなければ、心肺
蘇生を開始します 
あえぐような呼吸は「呼吸なし」と考えます 
 
 
４：心肺蘇生 
 
 心肺蘇生法の基本は、胸骨圧迫と人工呼吸です。 
反応・呼吸が確認できなければ、心停止（心臓が止まってい
る）と考えてただちに胸骨圧迫を開始します。 
人工呼吸の準備ができ次第、気道確保して２回の人工呼吸を
行います。 
その後、胸骨圧迫30回、人工呼吸2回のサイクルを、救急車
が来るまで、あるい体動が確認できるまで繰り返します。 

反応の確認 

呼吸をみる 

協力を依頼(119番・AED) 



心肺蘇生 

気道確保（頭部後屈・顎先挙上法） 

人工呼吸 

 胸骨圧迫 
 
「胸の真ん中」：両乳首の間 
「強く」：胸の厚さの 約1/3の深さ  
「早く」：少なくとも 1分間に100回 
「絶え間なく」：中断を最小限に 

乳児（1歳未満） 
指2本で胸骨圧迫 

幼児 
両手あるいは片手で手のひら
の付け根の部分で胸骨圧迫 

額に手をおき、指であごをあ
げます 
こうすることで、空気を肺に
送りやすくします 

気道確保して、胸が軽くあがるくらいの量を1秒かけ
て2回ふきこみます 
乳児は、鼻と口を大人の口でまとめて覆い、幼児は鼻
をつまんで口から息を吹き込みます 



小児の救命処置 

AED：自動体外式除細動器 
心臓がけいれんして血液を流すポンプ
機能を失った状態の心臓に対して電気
ショックを与えて正常なリズムに戻す
ための医療機器です 
心電図を自動で解析し、電気ショック
が流すことができます 
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救急隊が電気ショック    
を行った場合（5806人） 

市民が電気ショック     
を行った場合（583人） 

社会復帰 

社会復帰 

早期に行うほど社会復帰率がいい 

小児に対するAEDの注意点 
 
全ての年齢で使用可能です。 
小児用パッドが入っていれば、  
未就学児で使用します 
成人用しかなければ、成人用を使用
します。 
 
 前後ではさみこんでもよいです 

早く電気ショックするほど効果的 

人 

人 

人 

人 



気道異物による窒息 

A 背部殴打法：手の平であ
ごをささえ、もう一方の手
で背中を叩打します 

腹部突き上げ法（ハイムリック法） 
 
背後から両腕を回し、こどものみぞ
おちの下で両手を握ります。その手
で腹部を上に圧迫します 

こどもが誤って飴やゼリーな
どの食べ物をつまらせて窒息
するという事故で、毎年50
名近くのこどもの命が失われ
ています。 
0から2歳時に多いですが、
年長児でも起こりえます。 

• 0から3歳では、主にピーナッツや節分の豆などの食
物の他、あめ、果物や野菜、お菓子など口にはいる
もの全てが事故の原因になります 

• 4歳以上では、歯の詰め物や小さいおもちゃなどが
多くなります 

どんなものが詰まるのでしょうか？ 

窒息の応急処置 

1歳未満の乳児 

 
B 胸部突き上げ法：胸骨圧
迫と同じ位置で胸部突き上
げを行います 

数回ずつ交互
に行います 

1歳以上の幼児 

＊上記は、のどに物が詰まって声が出せない時に行い
ますが、咳こんだり、声を出せる時には行いません。 
途中、意識がなくなれば、心肺蘇生を行ってください 



状態が悪化する前に 
～状態が悪いこどもの見分け方～ 

 

様々な原因から、呼吸・心臓が悪くなり最終的に心肺停止に至
ります。心肺停止に至ってしまいますと、残念ながら救命率は
数％程度に過ぎません。一方、呼吸停止の段階で適切な処置を
行いますと、救命率は70％に達すると言われます。 
こどもは状態の悪化が早いのですが、悪化する前の段階で発見
し適切な処置を行うことがとても重要です。 

呼吸が悪い時 

• 呼吸が早い 
• 顔色が悪い 
• 唸るような呼吸 
• 眠れない 
• 努力呼吸になって

いる（右図） 

循環が悪い時 

• 脈が早い・遅い 
• 手足が冷たい 
• 皮膚が網々 
• 尿量減少 
• 眠ってしまうなど 

網々の皮膚 

活気がなく、上記のようなサインがあれば、 
医療機関を受診しましょう 



悪性新生物 不慮の事故 自殺 15～19 

自殺  
 

10～14 

先天奇形および    
染色体異常 

悪性新生物 不慮の事故 5～9 

悪性新生物 不慮の事故 先天奇形および 
染色体異常 

1～4 

SIDS 呼吸障害 および   
心血管障害 

先天奇形 および   
染色体異常 

0 

3位 2位 1位 年齢 

普段からできること 
～心肺停止・事故の予防～ 

年齢階級別死因順位 (平成24年) 

不慮の事故の内訳 １：交通事故 ２：溺水 ３：窒息 

悪性新生物 不慮の事故 

多くのこどもが不慮の事故で命を失っています。多くの不慮の事故はこ
どもの発達と事故予防の関係を知ることで未然に防ぐことができます。 

 

１：自転車事故 
６歳未満の自動車同乗中交通事故による死傷者数が未だ多く、原因とし

て、チャイルドシート装着率が低いこと、装着していても適切ではない

取り付けであることが関与しています。 

２：自転車事故 
15歳以下の自転車事故による死傷者数は年間3万人であり、減少傾向で

はありますが、全交通事故に占める割合は高い。ヘルメット着用で重症

度を軽減できますが、ヘルメット着用の意識は未だ高くありません。 

３：異物誤嚥・誤飲 
5歳未満がほとんどですが、トイレットペーパーの芯を通過する大きさ

すべてのものであれば飲み込む危険性があります。こどもの手の届かな

いところで管理しましょう。 

４：溺水 
自宅浴槽での溺水が多いですので、浴槽に残し湯をしない、風呂場に入

る扉に鍵を装着するなどの予防策が必要です。 

５：火災 
こどもの火災事故の80％が自宅火災です。自宅に残されたこどもの火

遊びによる出火が後を絶たず保護者の監督が必須です。 

SIDS(乳幼児突然死症候群) 
それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではなく睡眠中に突然死亡
する病気です。6000人から7000人に一人の赤ちゃんがこの病気で亡く
なっていると推定されています。生後2ヶ月から6か月に多いことが知ら
れています。原因は分かっていませんが、発症の可能性を小さくするこ
とができます。 



小児の救命処置：事故予防の知識 

寝返りをはじめたら寝返りをはじめたら

ベビーベッドの柵は

いつも上げていますか。

「寝ているから平気」という考えは事故のもとです。

テーブル、ソファーなどの上に赤ちゃんを

寝かせたまま目を離すことはありますか。

テーブル、ソファーなどの

高いところに寝かさない。

ベビーベッドの柵とマットレスの間に

すき間がありますか。

よだれかけのひもを外してから

赤ちゃんを寝かせていますか。

ベビーベッドからの転落事故は、

赤ちゃんがまだ動いていないから

大丈夫と思ってベッドの柵を下げ

たままミルクを作りに行ったり、おむ

つを取りに行ったり、ベッドのそば

をちょっと離れたすきに起こってい

ます。

３か月くらいになると、赤ちゃん

は手足をバタつかせ激しく動き、

頭の方へずり上がったりします。

５か月を過ぎると、早い赤ちゃん

は寝返りができるようになるの

でテーブル、ソファーなど高いと

ころに寝かせるときは目を離さ

ないようにしましょう。

赤ちゃんの顔のそばやベビーベッドの中に、

ぬいぐるみをたくさん置いていますか。

赤ちゃんの顔のそばにむいぐるみやタオルは置かない。

掛け布団は顔に深くかけすぎない。

寝ている赤ちゃんのそばにぬい

ぐるみやタオルなどが置いてあ

ると、寝返りをしたときに顔が埋

まってしまい、鼻や口がふさが

れてしまいます。また、掛布団な

どが顔に深くかかっていないか、

寝ている間でも時々様子を見

るようにしましょう。

タバコや灰皿はいつも赤ちゃんの

手の届かないところに置いていますか。

タバコや灰皿は赤ちゃんの

手の届かないところに置く。

腹ばいになり、好きなおもちゃを

つかんで遊べるようになった赤

ちゃんは、何でもつかんで口の

中に入れようとします。タバコは

２cm以上食べてしまうと、命にか

かわるといわれています。口に

入れると危険なタバコが赤ちゃ

んの手の届くところにないか、

いつも気をつける必要があります。

赤ちゃんは寝返りをしたりずり

上がったり、寝ている間も動き

まわります。寝かせているとき

に首まわりのきつ服やよだれ

かけをつけていると、首まわり

が締めつけられて窒息してしま

う危険があります。

3歳児

ベビーベッドに寝かせるときは

必ず柵を上げておく。

ベビーベッドの柵とマットレスや

敷布団の間に、赤ちゃんの頭が

入るようなすき間があると、顔が

はさまって動けなくなり窒息する

危険があります。すき間ができて

しまう場合には使用をやめるか、

タオルなどですき間を埋めてから

使用しましょう。

ベビーベッドの柵とマットレスや敷布団の間に

すき間がないか調べて使用する

赤ちゃんを寝かせるときは

よだれかけのひもは外す。

発達の段階に応じた注意点 



小児の救命処置：事故予防の知識 

物がつかめるようになったら物がつかめるようになったら

タバコや灰皿はいつも赤ちゃんの

手の届かないところに置いていますか。

目をちょっと離したすきのキケンがいっぱいです。

おもちゃは安全マークを目安に選び、
プラスチックの薄い突起や、
とがった部分がないか確認していますか。

日本玩具協会が安全基準に合格したおもちゃに
認定しているＳＴマークがついていても、

プラスチックの薄い突起やとがった部分がないか
壊れたところがないか確認をする。

赤ちゃんを抱きながら、
熱い食べ物や飲み物を食べたり飲んだり、
料理することがありますか。

赤ちゃんがお座りをするそばに、

角や縁のするどい物がありますか。

赤ちゃんは大人が口にくわえるタバコに興味をもっています。手

の届くところにあるものがつかめるようになると、タバコや灰皿を

床やテーブルの上に置いておくのは危険です。飲み残したジュー

スの缶を灰皿がわりに使うのも

やめましょう。液体に溶けたニコ

チンは吸収が早く、ひと口飲ん

だだけでも危険です。

最近はおもちゃの種類も豊富になり、

安全性にも配慮がなされていますが、

子どもは大人が思いもつかないよう

な遊び方をします。おもちゃは子ども

の年齢や発達にあったものを選び

ましょう。また、遊んでいるうちにおも

ちゃが壊れてけがをすることもあるの

で、安全に遊べるかどうか、ときどき

確認しましょう。

ドアのちょうつがい部分に、赤ちゃんの指が

入らないように注意をしていますか。

ドアの開閉の際は、子どもの指の位置を確かめる。

赤ちゃんの小さな指はちょっとしたすき間にも簡単に入ってしまい

ます。赤ちゃんがドアをいたずらしているのに気づかずにドアを閉

めてしまったり、開け放しておいた

ドアが強風で急に閉まって赤ちゃ

んの手がはさまれてしまう事故も

あります。ドアの開閉をするときは、

赤ちゃんの手の位置を確認しま

しょう。ドアのちょうつがい部分に

指が入らないようなガードをして

防止するもの一つの方法です。

一人でお座りができるようになっても、まだまだ不安定です。赤

ちゃんは頭が重いので、バランスを崩して前のめりになったり、

後ろに倒れたりするので、赤

ちゃんのすぐそばに家具や敷居、

かたい積み木などのおもちゃ

があるとぶつかってしまいます。

3歳児

タバコや灰皿は赤ちゃんの

手の届かないところに置く。

赤ちゃんはこぶしをふるったり、物をつかんだりができるようになると、

大人の持っている物に手を伸ばそうとします。片手で赤ちゃんを

抱きながら熱い食べ物や飲み物を扱

うことは危険です。また、抱いている

赤ちゃんが動いたり誤って手から熱い

食べ物や飲み物を滑り落とすことも

あります。赤ちゃんの皮膚はとても薄く、

洋服の上からでも大きなやけどを負っ

てしまいます。

赤ちゃんを抱きながら、

熱い物を食べたり飲んだり運んだりしない。

赤ちゃんが座るまわりに

角や縁のするどい物を置かない。

ハイハイをはじめたらハイハイをはじめたら

赤ちゃんを家に一人置いて

外出することがありますか。

こまめなかたづけを心がけて事故を未然に防ぎましょう。

階段に転落防止の柵を取り付けましたか。

ポットや炊飯器は赤ちゃんの
手の届かないところに置いていますか。

バケツや洗面器に

水をためておくことがありますか。

寝ている赤ちゃんだけを家に置いて、買い物などに出かける人が

見られます。出かけるときは寝ていても、留守の間に目覚めてしま

うことがあります。ハイハイができるようになれば、家の中を動きま

ハイハイが始まると目に映る物何にでも興味を示し、動きが活発

になります。階段や段差があるところでは目が離せません。階段

わるので、いろいろな危険が待ち受

けています。また、火災や地震など

の災害時に赤ちゃんは脱出できま

せん。自分自身で身の安全を守る

ことのできない赤ちゃんを一人にし

ないようにしましょう。

を上り下りできないように階段の上

下には柵をつけ、玄関などの階段

があるところには一人で這って行

けないようにすることで転落事故

の大部分は防げます。柵のすき間

からすり抜け、転落する事故もあり

ますので、格子の間隔や高さにも

気を配りましょう。

ストーブやヒーターなどは

安全柵で囲って使用していますか。

床に置くストーブやヒーターは必ず安全柵で囲う。柵は階段の上と下（１階部分と２階部分）の
両側２か所に取り付け、閉め忘れのないようにする。

ハイハイができるようになると、まわりにある物への関心はどんどん

強くなります。ストーブにさわってしまったり、ヒーターの噴き出し口

に指を入れてみたり、特に冬は暖房器具によるやけどが多くなり

ます。最近のストーブ、ファンヒ

ーターなどは熱源が露出してい

るものは少なくなってきています

が、熱源が直接出ているものは

必ず安全柵で囲い、直接赤ちゃ

んがさわらないようにしておきま

しょう。

赤ちゃんは10cmほどの浅い水深でも溺れてしまいます。バケツ

や洗面器に身を乗り出してのぞき込んでいるうちに、たまって

いた水に顔がつかって溺れて

しまったりするので、使い終わ

ったら必ず水を捨てておきまし

ょう。水遊びをしているときは

一人にしないことです。

3歳児

赤ちゃんを家に一人残して外出しない。

赤ちゃんはハイハイができるようになると、床や畳の上に置いてあ

るポットをひっくり返してお湯をこぼしたり、炊飯器の蒸気の噴出

し口に手や顔を近づけてやけど

をしてしまうケースが多くなります。

ポットにはロックをかけて赤ちゃん

がボタンを押してもお湯が出な

いようにしておきましょう。

ポットや炊飯器は手の届かないところに置く。 バケツや洗面器に水をためておかない。

つかまり立ちをはじめたらつかまり立ちをはじめたら

タバコや灰皿はいつも赤ちゃんの

手の届かない場所に置く。

ボタン電池や硬貨、ピアスなどの小物は

テーブルの上に置いたままにしない。

テーブルの上やタンスの角など室内の安全を見直しましょう。

ボタン型電池、硬貨、ピアスなどの

小物をテーブルの上に置いていますか。

赤ちゃんがつかまり立ちをするときは、

そばにいて注意してますか。

テーブルや棚の上にある食器やビン・缶などは、

赤ちゃんの手が届かないようにしてありますか。

お茶やコーヒー、味噌汁、カップラーメンなどを

テーブルの端に置くことがありますか。

子ども用の椅子は

安定のよいものを使用していますか。

からだの大きさやＳＧマークを基準に、

倒れにくいものを選ぶ。

テーブルや椅子につかまり立ちを

するときは大人がそばについてい

ないとまだ不安定です。バランス

を崩して転んでしまい、テーブル

などの角で顔や口を打ったり切っ

たりしてしまいます。

ども用の椅子は安定の良いものを

選びましょう。また、ハイチェアへ乗

り降りするときは大人が行うようにし、

安全ベルトを必ず閉めましょう。

物に興味をもってさわったり、引っ

張ったり、押したりします。切り傷

や打撲事故の原因になります。

かけてしまいます。お母さんが食事の準備中、

テーブルの上のコーヒーやカップラーメン

踏んでしまったり、缶詰やジャムのビンを足の

上に落としてしまったり、手の届くところにある

頭が重くバランスの良くない赤ちゃんは、椅子

などの高いところから落ちやすいので、子

をひっくり返してやけどをしてしまったり、

食事のときも赤ちゃんの手の届くところ

に熱いものは置かないようにしましょう。

テーブルクロスを使用していますか。

テーブルクロスは使用しない。

家具などの角のするどい部分は、

クッションなどでガードがしてありますか。

家具などの角のするどい部分には、

クッションテープなどでガードをしておく。

目の高さにある家具や柱の角に、

頭やおでこをぶつけてしまいます。

家具類はなるべく丸みのあるもの

を選び、角にはクッションテープなど

を張りつけ、ぶつかった時の衝撃を

和らげる工夫をしておきましょう。

食卓にテーブルクロスをかけて

いると、赤ちゃんがつかまり立ち

をするときに引っ張ることがあり

ます。その上に熱い食べ物や飲

み物が置いてあると、こぼれてや

けどをしてしまいます。

タバコや灰皿はいつも赤ちゃんの
手の届かないところに置いていますか。

5歳児

大人が口にくわえるタバコに赤ちゃんは強い興味を持っています。

この頃は、タバコの誤飲事故が多くなります。つかまり立ちができ

お座りをしていたのに、いつの間にかつかまり立ちをする赤ちゃん。 赤ちゃんは物がつかめるようになると、熱い物にも平気で手を

テーブルの上に置いてあるコップを落として、割れた破片を

椅子に座っているときにテーブルを足で蹴った勢いで椅子が

倒れたり、椅子に急に立ち上がって転落する事故があります。

つかまり立ちやつたい歩きはじめた赤ちゃんに転倒はつきもので、

るようになるとタバコや灰皿をテーブル

の上に置いておくのは危険です。また、

液体に溶けたニコチンは吸収が早く、

ひと口飲んだだけでも危険なので、飲

み残しのジュースの缶を灰皿がわりに

使うのはやめましょう。

電池のふたが開いて出てきたボタン電池を飲み込んでしまったり、

テーブルの上に置いた小物をつまんで口の中に入れてしまうので、

床・畳・じゅうたんやテーブルの上には口に入れると危ないものは

置けません。自分の家だけでなく、外出するときにも注意が必要

です。異物を飲み込んでしまっ

た場合、普通は48時間以内に

便と一緒に排泄されますが、ボ

タン電池の場合は食道や胃で

電気分解を起こして壊れること

があるので、すぐに医師の診療

が必要です。

赤ちゃんがつかまり立ちをするときは、

そばにいて注意する。

熱い食べ物や飲み物は赤ちゃんの

手の届かないテーブルの中央に置く。

テーブルや棚の上にある食器や思いビン・缶などは

赤ちゃんがさわれないようにしておく。
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歩きはじめたら歩きはじめたら

子どものまわりに、つまずきやすい物や

段差がないか確認する。

玄関や階段などの段差のあるところは、

子どもが自由に行けないようにしておく。

子どもの目線でキケンな物を取り除きましょう。

階段や玄関など段差のあるところに

子どもが一人で行くことがありますか。

子どもが一人で浴室に入れないように

ドアには鍵をつけていますか。

入浴後、浴槽のお湯は抜いていますか。

ビニール袋やラップは子どもの手の

届かないところに片付けていますか。

ビニール袋やラップは子どもの

手の届かないところにかたづける。

シールやラップをはがして遊んでいて、飲

み込んで喉に詰まらせてしまったり、ビニー

ル袋を頭からかぶって遊んでいて、鼻や口

をふさいでしまうことがあります。スーパー

やコンビニのビニール袋をおもちゃ代わり

にして遊ばせるのは危険です。また、壁に

かけてある袋やひもに首をひっかけて窒息

する事故も起こっています。

いて転落し、溺れてしまう事故が起

きています。浴室のドアは開け放し

にせず鍵をかけ、出入りできないよ

うにしておきましょう。鍵は外側上

部に日曜大工などで簡単に取り付

けられるもので十分です。

お母さんがシャンプーしている少しの間で
も、浴槽をのぞきこんで落ち溺れてしまうこ
とがあるので、浴槽の外にいるからといっ
て安心はできません。掃除をしようとして
浴室のドアを開け放しておいたら、浴槽で
溺れたり、入浴しようとして浴槽のふたを
開けておいたため転落して溺れてしまう

かみそり、包丁、はさみなどの刃物は

使用したら必ず片付けていますか。

タバコが入っているバッグを

子どものそばに置くことがありますか。

かみそり、包丁、はさみなどの刃物は

使用したらすぐに片付ける。

入浴後、子どもが小さいうちは

浴槽のお湯は抜いておく。

子どもは探究心が旺盛なので、大人が物を
出し入れするバッグが気になります。バッグの
中には、小銭や化粧品、薬などの誤飲事故
につながる物もたくさん入っています。バッグ
の中に入っていれば大丈夫と思って子ども
のそばに置いたため、目を離したすきにバッグ
の中からタバコを出して食べてしまう事故が
起きています。

まな板の上に置いてある包丁をとろうとして、
足の上に落としてしまったり、洗面台のかみ
そりを握ってしまったり、子どもは大人が使っ
ているものに興味を持ち、まねをして自分も
使ってみようとします。刃物を使用したらすぐ
に収納場所に片付けましょう。収納場所は
鍵をつけるなどして、簡単に開けられないよ
うにしておきましょう。

子どもが歩くときは、つまずきやすい
物や段差がないか注意していますか。

5歳児

こともあります。浴槽のふたはたわみにくい物にして外すときは入
浴直前に、入浴後はお湯は抜いておきましょう。

じっとしていることが少なく、一人で歩いていってしまうのが１歳

の頃。知らないうちに浴室に入ってしまい、浴槽をのぞき込ん

歩き始めは足がもつれて倒れたり、床に
出してあるおもちゃや敷居につまずいて
頭を打つことが多く、まだまだ大人がそば
についていないと不安定です。転んでも
危なくないように、敷居や段差の角はクッ
ションテープなどでカバーしておきましょう。

玄関に歩いて行って転落したり、階段を四つ
ん這いで上がって転落したりします。赤ちゃ
んはちょっと目を離したすきに、思わぬところ
に移動しています。転落の危険のある場所
にはドアに鍵をかけたり柵をつけて、一人では
行けないようにしておきましょう。

子どもが簡単に浴槽に入れないように

ドアには鍵を付ける。

熱い鍋やアイロンは子どもの

手の届かないところに置いていますか。

ちょっと目を離したすきに、ガスレンジか
らおろしたばかりのやかんや熱い鍋をさ
わってしまったり、ひっくり返してやけどを
してしまう事故がみられます。使い終わ
ったばかりのアイロンの温度は90度です。
温度を冷ますときも手の届かないところ
に置きましょう。

熱い鍋やアイロンは子どもの手の届かないところに置く。

タバコはいつも子どもの手の届かないところに置く。

ちょっと走りはじめたらちょっと走りはじめたら

子どものまわりに、つまずきやすい物や

段差がないか確認する。

ころびやすい時期なので細心の注意をはらいましょう。

子どもが引き出しやドアを開け閉めして

遊んでいることがありますか。

ピーナツやあめ玉などは子どもの

手の届かないところに置いていますか。

子どもが簡単に浴室に入れないように

ドアには鍵をかけておく。

まったり、食べ物が飲み込めないで喉につ

かえてしまったりします。子どもの喉はまだ

未発達なので、気管に物が入りやすく、ピ

ーナツや枝豆などの豆類を与えるのは危

険です。豆類は赤ちゃんの気管をふさぐ大

きさです。気管に入っているのに気がつか

ないと肺の炎症を起こしてしまいます。

引き出しを開け閉めして指をはさんでし
まったり、引き出しを出してよじ登りタン
スが倒れてはさまれたりします。子ども
の背丈からいってもサッシのカギの部
分はいたずらしたくなるところなので、
簡単に開けられないようにしておきまし
ょう。気密性の高いサッシに指をはさむ
と、ひどい場合は骨折をしてしまいます。

食事の準備をしているとき、子どもが

熱い物にさわれないようにしていますか。

ベランダや窓のそばに、

踏み台になる物を置いていますか。

食事の準備をしているときは、

子どもを台所に入れない。

子どもがのぞき込める窓には安全柵を付け、

窓の側やベランダには、踏み台になるようなものは置かない。

ベランダや窓の向こう側の景色は子どもの
興味をひきつけますが、転落したときの被害
は大きなものとなります。ベランダにはポリ容
器、ビールビンのケース、新聞の束、高さのあ
る植木鉢など、踏み台になるようなものは置
かないようにしましょう。

の準備をしている台所は子どもにとって危
険な場所のひとつです。コンロの上の鍋
やフライパンの取っ手は内側に向けて手
が届かないようにしておき、熱い物にさわる
とやけどをすることを教え、食事の準備をし
ているときに子どもの位置を確認しましょう。

子どもが遊んでいるまわりに、
つまずきやすい物や段差がないか
注意をしていますか。

医薬品、化粧品、洗剤などは子どもの
手の届かないところに置いていますか。

子どもは大人のまねをしたがり、引き出しや
冷蔵庫に入っている薬を取り出して誤飲し
てしまいます。また、お母さんが使う化粧品
や洗剤も興味や関心があるので、浴室・洗
面所・トイレ・台所に無造作に置かないよ
うにしましょう。誤飲の場合、吐かせてよい
ものと悪い物があるので、まず何を飲み込
んだか落ち着いて判断することが必要です。

薬は手の届かないところに置き、不要になった物は捨てる。

化粧品や洗剤は棚の中に保管し、扉が開けられないようにする。

フライパンや鍋の取っ手にふれてこぼしてしまったり、コンロから
降ろしたばかりのやかんにさわってやけどをしてしまったり、食事 子どもの口の大きさは最大32㎜なので、これより小さな物は飲

み込む危険があります。おもちゃが口の中にすっぽり入ってし

子どもが浴室のドアを開けて

一人で中に入ることがありますか。

子どもが知らないうちに浴室に入り、浴槽

をのぞき込んで転落し溺れてしまう事故が

起きています。浴室のドアは開け放しにせ

ず、鍵をかけておきましょう。浴槽の蓋は入

浴直前に外し、入浴後はお湯を抜いてお

きましょう。

床に出してあるおもちゃや掃除機のコード、
めくれあがったカーペットにつまづいて転
んだりします。子どもは足もとを見ないで走
り出すので、ちょっとした段差にもつまずい
て転びます。ある程度の高さのある段差は
理解できますが、ちょっとした段差は逆に
危ないので注意が必要です。

階段の上り下りは、大人がいつも

子どもの下側を歩くか手をつなぐ。

階段を上り下りするときは、大人がいつも

子どもの下側を歩くか、手をつないでいますか。

階段を上り下りするときは、転んでも支えられ
るように子どもの下側を歩きましょう。最初は
後ろ向きにはいはいいして降りるようにし、歩
いて上り下りができるようになったら手を取っ
たり子どもの横か下側を歩きましょう。また、
大人の目が離れることがあっても一人で上り
下りしないように階段の上下階には柵を付け、
階段からの転落事故を防ぐことができます。

引き出しやドアを開け閉めして遊ばせない。

ピーナツは３歳を過ぎるまでは与えない。

ペンやフォーク、歯ブラシなどをくわえて、

走り回ることがありますか。

口に物をいれたまま歩いたり走り回っていると、
転んだときに口の中を切ってしまったり、喉を
突いてしまう危険があります。手に持っていれ
ば、転んだときに突き刺してしまいます。

ペンやフォーク、歯ブラシなどをくわえたまま走り回らせない。

外遊び外遊び
地域の危険区域などを知り子どもの行動範囲を確認しましょう。

水遊びをするときは

必ず大人が付き添っていますか。

子どもだけで川や池に

遊びに行くことがありますか。

三輪車や自転車は車が通らないところで乗る。

友だち同士と外で遊ぶことが多くなるので、

住まいの近くの池や川、浄化槽や防火槽

など子どもが落ちる危険がある場所がない

か確認しておきましょう。バランスを崩して

転んでしまうと、浅くても流れのある溝

では子どもは簡単に立ち上がれません。

普段から川や池、水槽などに近づか

せないように注意しておきましょう。

水遊びは子どもを開放的な気分
にさせる遊びですが、わずかな水
深でも溺れてしまいます。浅瀬だ
から、庭のビニールプールだからと
安心して目を離すと大変危険です。
ビニールプールは遊んだ後は必ず
水を流して伏せておきましょう。

三輪車や自転車は

車が通らないところで乗っていますか。

まだまだ交通ルールがわからず、

遊びに夢中になってしまうと周囲

に注意を払うことができません。

道路で遊ぶことは非常に危険な

ので、安全な場所で乗るように教

えましょう。

水遊びをするときは必ず大人が付き添う。

子どもだけで水辺に遊びに行かせない。

子どもが外遊びをするとき、つまずきやすい

物や段差がないか注意していますか。

子どもの遊んでいる位置を

確認していますか。

子どもは思いがけないところに

移動するので注意する。

遊具の安全を確認していますか。

子どもは体のわりに頭が大きく重心が

高いため、バランスを崩してよく転びま

す。走っていて足がもつれたり、スクー

ター、三輪車に乗っていて石や段差で

転倒します。まだまだ上手に手をつくこ

とができず、顔面からアスファルトやコ

ンクリートに転倒して重傷を負うことが

あります。サイズの合わない靴も転倒

の原因になります。

で遊んでいたり、遊具の高いところに

上ってしまったり、お母さんがおしゃべ

りに夢中になっているわずかなすきに、

子どもは思いがけないところに移動し

ます。子どもは遊びに夢中になると、ま

わりに注意を払うことができなくなります。

すべり台やブランコの安全な乗り方を

教えていますか。

遊具の安全な遊び方を教える。

すべり台で前を滑っている友達を後ろから

押したり、ブランコに立ち乗りをしていてい

転落したり、ブランコの前を横切って戻っ

てきたブランコに当たったりします。子ども

は決まった遊び方では物足りずに無理な

ことをしようとします。安全に作られ

ている遊具でも遊び方を誤れば事

故の引き金となります。ルールを決

めて遊ばせましょう。

子どものまわりに、つまずきやすい物や

段差がないか確認する。

おもちゃや遊具の大部分は安全に設計

されていますが、釘が出ていたり、ねじが

ゆるんでいたり、さびていたり、濡れて滑り

やすくなっていたりすると事故につながり

ます。子どもの年齢や能力にあった遊具

を選び、安全を点検してから遊ばせましょう。

また、公園などで遊ぶときは、遊具の安全

を確認し、遊び方に注意しましょう。

遊具の安全を確認してから遊ばせる。

庭で遊んでいたと思っていたら道路に出ていたり、三輪車をこい
だり、ボールを追って道路に飛び出したり、止まっている車の後ろ
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外出をするとき外出をするとき
その都度安全確認をして外のキケンから守りましょう。

ドアを開閉するとき、子どもの手や

足の位置を確認していますか。

自転車の後輪にはガードを付ける。

子どもの行動範囲が広がると、自動ドア、

エレベーター、車のドアやパワーウイン

ドウなど、いろいろなところで手や足を

はさむ事故が多くなります。外出して

初めて経験する場所では特に注意が

必要です。ドアを開閉するときには指

をはさまないように注意しましょう。

子どもを乗せる自転車の後輪には

ガードを付けていますか。

子どもを自転車に乗せていて、後輪に

足の指やかかとをはさむ事故が起こっ

ています。子どもを自転車に乗せるとき

はガードがしっかりついた補助椅子を使

い、足が巻き込まれないようにドレスガ

ードの付いたものを使用しましょう。

ドアを開閉するときは、子どもの手や足が

どこにあるのか確認する。

自動車に乗るとき、チャイルドシートを

後部座席に取り付けて使用していますか。

子どもを車の中に一人で

乗せておくことがありますか。

子どもを決して車の中に

一人で残しておかない。

赤ちゃんをクーハン（かご）に寝かせて
持ち上げるとき、両方の取っ手を
しっかり握っていますか。

手の力では支えきれません。また、歩

けるようになるとチャイルドシートにな

かなかじっと座っていられないので、抱

きかかえたり使用しないで車に乗せて

しまいがちですが、一緒に後部座席で

シートベルトをしてみせたり、好きなお

もちゃを持たせたりして慣れさせ、チャ

イルドシートは必ず使用しましょう。

暑い季節に子どもを自動車の中に

残したままにしていると脱水を起こし、

時には死亡事故につながることが

あります。日中の車内は短時間で

も驚くほど温度が上昇し、簡単に

40～50度になります。

ベビーカーに乗せるときは

ベルトを締めていますか。

ベビーカーに乗せるときは必ずベルトを締める。

ぶら下げていた買い物袋の重みでベビー

カーがひっくりかえってしまったり、赤ちゃん

がいきなり立ち上がって転落してしまう事

故があります。シートベルトを必ず締めまし

ょう。

道路を歩くときは手をつないでいますか。

道路を歩くときは手をつなぐ。

子どもが急に走り出したり、車道に

飛び出したりする危険があります。

子どもと道路を歩くときは手をつな

いで、大人が車道側を歩きましょう。

車の乗せるときは年齢にあったチャイルドシートを

後部座席にしっかり取り付け使用する。

クーハンの扱いに慣れてくると、取っ手を

片方しか持っていないのに気づかず持ち

上げて赤ちゃんを落としてしまったり、持ち

運んでいるときに取っ手がとれて寝ている

赤ちゃんが転落してしまう事故があります。

赤ちゃんをクーハン（かご）に寝かせて持ち上げるとき、

必ず両方の取っ手を握っているのを確認する。

生まれたばかりの赤ちゃんでも、抱き抱えて自動車に乗せるのは

危険です。車が衝突したり、急停止の衝撃で、どんなにしっかり

抱いていても、赤ちゃんは腕から飛び出してしまいます。車の速

度がゆっくりでも衝撃のエネルギーは予想以上に大きく、大人の

動きが活発になったら動きが活発になったら

子どものいる位置を確認していますか。

子どもが遊んでいる位置や安全を確認する。

子どもの動きに目を行き届かせましょう。

ベランダや窓のそばに

踏み台になるものを置いていますか。

子どもがのぞきこめる窓には安全柵をつけ、

窓のそばやベランダには、

踏み台になる物は置かない。

自動車に乗る時、

チャイルドシートを使用していますか。

車に乗せる時は、後部座席に

チャイルドシートを取り付け必ず使用する。

子どもが熱いものに触れないように

していますか。

鼻や耳に小物を入れて

遊んでいることがありますか。

熱い食べ物や飲み物はテーブルの中央に置き、

ストーブなどは安全柵で囲い使用する。

医薬品、化粧品、洗剤などは子どもの

手の届かない所に置いていますか。

薬は手の届かないところに置き、

化粧品や洗剤は棚の中に保管する。

子どもが鼻や耳に入れてしまうような物が

ないよう、部屋の中は整理整頓をしておく。

子どもの腕を

強く引っ張ることがありますか。

子どもの腕を引く時は

強くなりすぎないようにする。

椅子やソファーから飛び降りてテーブ

ルにぶつかったり、庭で遊んでいたと

思っていたら道路に出ていたり、遊具

の高いところに登っていたりと、ちょっ

と目を離したすきに思いがけないとこ

ろに移動します。子どもは遊びに夢中

になると周囲に注意を払うことがまだ

十分にできません。子どもの行動をよ

く観察し、安全に遊べる環境を作りま

しょう。また危険な遊び方を始めたら、

きちんと指導しましょう。

ベランダや窓の外の景色は子

どもの興味をひきつけますが、

転落したときの被害は大きなも

のとなります。ベランダにはポリ

容器、ビールビンのケース、新

聞の束、高さのある植木鉢など、

踏み台になる物は置かないよう

にしましょう。

子どもはなかなかじっと座っていられません。

チャイルドシートを嫌がると、使用しないで

車に乗せてしまいがちですが、車が衝突

したり、急停車の衝撃でフロントガラスや

ダッシュボードにぶつかってしまいます。

走行中、車内の装置を触らせないように

するためにもチャイルドシートに座らせ、シ

ートベルトをしっかり閉めておきましょう。

道路を歩くときは手をつないでいますか。

道路を歩くときは手をつなぐ。

子どもは急に走り出したり、車道に

飛び出したりする危険があります。

子どもと道路を歩くときは手をつなぎ、

大人が車道側を歩きましょう。交通

ルールも少しずつ話してあげましょう。

転びそうになって急に片腕を引き

上げたり、お兄ちゃんお姉ちゃんと

遊んでいて腕を強く引っ張られた

時に脱臼は起きています。脱臼は

癖になりやすいので、腕を強く引き

過ぎないように注意しましょう。

子どもはビーズやプラスチックの玉、

小さなブロックやおかしなどをおもし

ろ半分で鼻や耳に詰めて遊ぶことが

あります。異物が詰まっているのに

気づかないと、鼻の粘膜が炎症をお

こしたり、思わぬ事故になることもあ

るので注意しましょう。

子どもは大人のまねをしたがり、引き

出しや冷蔵庫に入っている薬を取り

出して誤飲する危険があります。また、

お母さんが使う化粧品や洗剤に

とても興味があるので、浴室・洗面

所・トイレ・台所に無造作に置かな

いようにしましょう。

テーブルの上の熱いコーヒー・味噌汁・カップラーメンなどに手を

出してひっくり返すと、やけどをしてしまいます。熱いものに触れる

とやけどをすることを教え、食事の準備

をしている時は子どものいる位置を確

認しておきましょう。また、ストーブを使

用する時は子どもが近づけないように

しておかないと、転倒した時に手をつ

いてやけどをしてしまいます。
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理解力がついてきたら理解力がついてきたら

子どもの年齢や能力に合った遊具を選び、

遊び方のルールを身につけさせる。

その都度子どもにルールを教えましょう。

自転車は車が通らないところで

乗っていますか。

自転車は車が通らない安全なところで乗る。

子どもに交通ルールを教えていますか。

交通ルールを子どもに教える。

浴室の床やプールサイドは

滑りやすいことを教えていますか。

子どもだけで川や池に

遊びに行くことがありますか。

浴室の床やプールサイドは

滑りやすいことを教える。

マッチやライターは

手の届かない所に置いていますか。

マッチやライターは手の届かない所に置く。

子どもだけで川や池に遊びに行かせない。

食事をする時は

落ち着いて食べさせていますか。

食べ物は硬さや大きさ、口の中に入れる

量を考え、ゆっくり食べさせる。

おもちゃを持って遊具の高いところか

ら飛び降りたり、ひもをすべり台やジャ

ンゲルジムにかけて遊んだり、子どもは

大人が思いつかないような遊び方を

見つけます。遊び方もダイナミックに

なると、遊具本来の遊び方で遊ぶとは

限らないので、大人が常に安全を確

認する必要があります。

子どもは遊びに夢中になってし

まうと道路に飛び出したり、停

まっている車の後ろで遊んでい

たり、まだまだ周囲に注意を払

うことができません。自転車に

乗る時はルールを作り、安全な

場所で乗るようにしましょう。

子どもが自分で身を守り安全な行動がで

きるように、安全な道路の歩き方、道路

の横断の仕方、バスや自動車の乗り方な

ど、交通についてのきまりを教えるように

しましょう。

ドアを開閉する時、

子どもの手や足の位置を確認していますか。

ドアを開閉する時は、子どもの手や足が

どこにあるか確認する。

子どもの行動範囲が広がると、自動ドア、

エレベーター、車のドアやパワーウインド

ウなど、色々な所で手や足をはさむ事故

が多くなります。ドアを開閉する時は指を

はさまないように注意しましょう。また、遊

びに夢中になりガラスに突進してぶつか

ることがあります。シールを貼ったり、ぶ

つかっても飛び散らないようなフィルムを

貼って防止しましょう。

子どもの喉はまだ未発達なので、

気管に物が入りやすく、落ち着い

て食べないと喉につまらせてしま

います。あめ・こんにゃくゼリー・お

もちなどをあげる時はのどに詰まら

せないように注意しましょう。

友達同士で遊ぶことが多くなる

ので、住まいの近くの池や川、浄

化槽や防火槽など子どもが落ち

る危険がある場所がないか確認

しておきましょう。浅瀬でも流れが

あると、バランスを崩して転ぶと

簡単に立ち上がれません。普段

から川や池、水槽などに近づかな

いよう注意しておきましょう。

子どもにとってマッチやライターは興

味のあるものです。マッチやライタ

ーによる火遊びは、やけどや火事な

ど重大な事故につながります。また、

台所のガスコンロやトースターなど

のスイッチを勝手に入れてしまうこと

がないように教えておきましょう。

浴室の床やプールサイドは水

や石鹸で滑りやすく、転倒する

と蛇口や浴槽、入り口の段差

で打撲したり切傷してしまいます。

おもちゃや遊具で遊んでいる時、
危険なことをしていないか
確認をしていますか。
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遊ぶ範囲が広がったら遊ぶ範囲が広がったら

子どもが遊んでいる遊具や

まわりの安全を確認していますか。

遊具やまわりの安全を確認してから遊ばせる。

子どもとまわりの安全確認をしっかりしましょう。

すべり台やブランコの

安全な遊び方を教えていますか。

遊具の安全な遊び方を教える。

子どもに交通ルールを教えていますか。

交通ルールを少しずつ教える。

子どもを乗せる自転車には

ガードを付けていますか。

お箸や歯ブラシなどをくわえて、

走り回ることがありますか。

後輪にはガードを付け、補助椅子に幼児を

乗せたまま自転車から離れない。

かみそり、包丁、はさみなどは

使用したら必ず片付けていますか。

刃物を使用したら必ず片付けておく。

お箸や歯ブラシなどをくわえたまま

走り回らせない。

水遊びをする時は

大人が付き添っていますか。

水遊びをする時は必ず大人が付き添う。

おもちゃや遊具の大部分は安全に設

計されていますが、ネジがゆるんでいた

り、壊れていると事故につながります。

また、走っていて足がもつれたり、三輪

車や自転車に乗っていて段差で転倒

したりします。まだまだ転んでも上手に

手を出すことができず、顔面からコンク

リートや遊具にぶつかってしまうので、

まわりに段差や角の鋭い部分がない

か確認しましょう。

すべり台で前をすべっている友

達を後ろから押したり、ブランコ

の下に入って戻ってきたブラン

コにあたったり。子どもは決まっ

た遊び方では物足りずに無理

なことをしようとします。安全に

作られている遊具でも遊び方を

誤れば事故の引き金となります。

横断歩道を信号の変わり際に渡っ

て車と接触したり、ボールを追って道

路に飛び出すなど、子どもは遊びに

夢中になると、周囲に注意を払うこ

とがうまくできません。車道を横切る

ときは必ず左右をよく見てから渡る

ように教えましょう。

ドアを閉める時、

子どもの手の位置を確認していますか。

ドアを閉める時、子どもの指を

はさまないか確認をする。

子どもの手がドアにふれているのに気付

かず閉めてしまうと、柔らかい子どもの指は

つぶれてしまいます。特に車のドアは子ど

もが開けられないようにドアロックし、パワ

ーウインドーを閉める時は、窓から顔や手

がでていないか確認してから行いましょう。

水遊びは子どもを開放的な気分

にさせる遊びですが、わずかな水

深でも溺れてしまいます。浅瀬でも

流れがあると、バランスを崩して転

ぶと簡単に立ち上がれません。

お箸や歯ブラシなどを口にくわえ

て、歩いたり走り回っていると、

転んだ時に口の中を切ってしま

ったり、喉を突いたりする危険が

あります。

また板の上の包丁を取ろうとして、

足の上に落としたり、洗面台のかみ

そりを握ってしまったり、子どもは大

人が使っている物に興味を持ち、真

似をして自分でも使ってみようとしま

す。まだまだ大人が見ていない時に

刃物を使用するのは危険ですので、

使用したら収納場所に片付ける習

慣をつけておきましょう。

子どもを自転車に乗せていて、後輪に足の

指やかかとをはさむ事故が起こっています。

子どもを自転車に乗せるときは、足が巻き込

まれないように、ガードのついた補助椅子を

使用しましょう。また、補助椅子に乗せたま

ま自転車から離れると、自転車が倒れた時

危険です。
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